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要旨 

ポジティブ心理学の発展に伴い、個人の性格的「強み(Character Strengths)」を認識し活

用することが心理的健康やウェルビーイングの向上に寄与することが示されている。従来の

Social Skills Training(SST)は「欠けているスキルを補う」欠点補完型アプローチが中心であ

ったが、本研究では個人が既に持つ「強み」を基盤として社会的スキルを拡張・発展させる

新たな「強み」SST を提案する。 

本研究の目的は、日本人大学生における「強み」と協調的幸福感および人生の意味との関

連性を明らかにし、「強み」に着目した SST 介入の効果を検証することである。日本人が重

視する幸福感として協調的幸福感を採用し、また人生の意味を主要なアウトカムとして設定

した。 

 

・研究方法 

本研究は相関研究(研究Ⅰ)と介入研究(研究Ⅱ)の 2 段階で構成された。 

研究Ⅰ: 大学生 190 名(男性 68 名、女性 122 名、平均年齢 20.8 歳)を対象に、Character 

Strengths Test 24(CST24)、協調的幸福感尺度、人生の意味尺度を用いたオンライン質問紙

調査を実施した。各尺度間および因子間の相関係数の算出、重回帰分析を行った。 

研究Ⅱ: 大学生 32 名を介入群(19 名)と統制群(13 名)に割り当て、準実験デザインによる介

入研究を実施した。介入群には「強み」を認識・共有し、グループ課題で活用する「強み」

SST を、統制群には従来型 SST を実施した。介入前(pre)、介入直後(post)、介入 2 週間後

(follow-up)の 3 時点で測定を行い、反復測定分散分析および線形混合モデルにより分析し

た。 

 

・研究結果 

研究Ⅰ: 「強み」は協調的幸福感および人生の意味と有意な正の相関を示した。特に人生の

意味に対してより強い関連が認められた(協調的幸福感:27%、人生の意味:48%の分散を説

明)。協調的幸福感と最も高い相関を示した「強み」は「親密性」(r=.49)、「忠誠心」

(r=.48)、「熱意」(r=.45)、「希望」(r=.45)、「ユーモア」(r=.40)であった。重回帰分析の結

果、協調的幸福感に対しては「超越性」因子と「勇気」因子が有意な正の影響を示した。人

生の意味の下位因子である「意味保有」に対しては「勇気」因子(β=.44)と「正義」因子

(β=.39)が強い正の影響を示し、「意味探求」に対しては「知恵と知識」因子、「節度」因子、

「超越性」因子が正の影響を示した一方で、「勇気」因子は有意な負の影響を示す非対称的パ

ターンが認められた。 

 

研究Ⅱ: 群と時間の交互作用は統計的に有意ではなく、「強み」SST 介入に特異的な効果は

確認されなかった。しかしながら、「意味保有」因子において時間の主効果が有意であり

(F(1.25,28.73)=4.64, p=.03, ηp²=.17)、介入群でより顕著な得点上昇傾向が観察された

(pre→follow-up の変化量:介入群 3.47 点、統制群 0.47 点)。参加者の主観的評価において

「強み」SST への高いエンゲージメントが示され、従来型 SST と比較して楽しく取り組めた

ことが報告された。 

 

・考察と結論 

本研究により、日本の文化的文脈において「強み」が協調的幸福感および人生の意味と強

く関連することが実証された。特に対人関係的な「強み」(親密性、忠誠心)や情緒的な「強

み」(熱意、希望)が協調的幸福感と関連するパターンは、日本の集団主義的文化特性を反映し

ていると解釈される。 

介入研究において統計的に有意な特異的効果は確認されなかったものの、「意味保有」因子

の変化傾向は「強み」の認識と活用が人生の目的意識を高める可能性を示唆している。統計
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的検出力の限界(サンプルサイズ:介入群 19 名、統制群 13 名)、単回介入という介入強度、2

週間という短いフォローアップ期間が結果に影響した可能性がある。 

本研究の意義は、(1)日本文化に適合した協調的幸福感を指標として「強み」との関連性を

実証した点、(2)「強み」が人生の意味に対して特に強い関連を持つことを明らかにした点、

(3)「勇気」因子の非対称的パターン(意味保有には正、意味探求には負)を発見した点、(4)従

来の欠点補完型 SST に対する「強み」活用型という新たなアプローチの可能性を提示した点

にある。 

今後、より大規模なサンプル、複数回の介入セッション、長期フォローアップ、教育現場

への実装研究を通じて、「強み」に着目した SST が日本の学校教育において児童生徒の心理

的ウェルビーイング向上に貢献しうるかを検証していくことが期待される。 
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